
教育目標：感謝の心を大切にし、自ら学び行動する人間性豊かな児童の育成 

～『あい』でつながる山代西～ 

 

 
８／２７付の佐賀新聞にも掲載されていましたが、令和９年度４月に 

本校と山代東小が統合し、開校する学校名が『山代小学校』と決定し、 

発表されました。以前から保護者、地域の皆様にはお知らせはしてあり 

ましたが、このように正式になると「いよいよか・・」という思いが強 

くなりました。現在、市が進めている開校事業部の話合いでは新しい 

『校章』『校歌』についての議論が重ねられています。また、通学に関 

しても検討されています。本校でも閉校に向けての取組も検討されてお 

り、少しずつ閉校、統合、開校が現実味を帯びてきました。「母校がな 

くなる」ということは寂しいことですが、これからの子ども達の教育の 

在り方を考え、より良いものにしていきたいと思います。保護者、地域 

の皆様にも様々な面でご協力をお願いすることとなります。よろしくお 

願いします。 

 

 

 

 

１学期はいろいろな「あい」を知り、見つけることを中心に取り組ん 

できました。２学期はより深いつながりにするために、友達、家族、地 

域の人との触れ合いや身の回りにある自然・ものと自分との関係などを通して「かかわりあい」を実

感できる学期にしたいと思います。早速、次のような活動の中で「かかわりあい」が見られました。 

 人権･同和教育担当者による絵本「おきなわ 島のこえ」の読み聞かせがから、戦争が行われて

いた当時の人々の様子を感じることができました。それぞれの学年で考えた平和の誓いもありまし

た。また、５,６年生からは１０月に修学旅行で訪れる長崎についての発表や平和について考える

絵本の読み聞かせがありました。戦争が「遠い昔のこと」「自分には関係のないこと」ではなく、

戦争を知ることで、平和な世の中のために自分たちができることを考えました。平和・戦争と自分

との「かかわりあい」を考える機会となりました。 

 

やさしく まじめに にこにこ しんぼう強く 
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防災月間として、地元の松永幸三さんを講師と 

して招き、災害と自分たちの生活との「かかわり 

あい」について学習しました。「災害の種類」 

「災害が起きたら」など、たくさんの資料を提示 

していただくだけでなく、 

実際に簡易トイレを見せて 

いただき、防災意識が高ま 

りました。また、「伊万里 

４２年水害」の映像を見て、 

児童も災害の怖さを身近に感じたり、復興のための 

人々の協力も考えたりすることができました。 

伊万里市地域包括センターより講師に来ていただき、３、４年生が「認知症とは」「認知症の方

への対応」を中心に学習をしました。山代地区は、高齢者との同居家庭もあり、児童もより身近に

認知症について触れ、自分たちにできることを考えていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８／３０に育友会による学校の除草作業がありました。主に運動場や校庭 

の除草でしたが、ご多用な中に、作業をしていただいて、ありがとうござい 

ました。手分けをして作業をしていただき、随分きれいになりました。暑さ 

対策で夕方からの作業でしたが、まだまだ日中の暑さが残っていたようで汗 

びっしょりになっての作業でした。これから昼休みや体育の時間に運動場に 

出ることが増えると思います。きれいになった運動場で楽しく活動できそうです。 

 

 

 

      夏休み中に取り組んだ、硬筆、習字、絵画、立体作品、絵日記等を、多目的ホールや階 

段掲示板に展示しました。どの作品も力作ばかりでアイデア光るものもありました。夏休

み中の制作活動、よく頑張りました。 

 

 

 

 


